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概要 
本研究では，測定尺度の作成をとおして，決定的瞬間
とはどのように定義されるのか明確にするための検討
を行った。予備調査では，300名の参加者から自由記述
を収集し，その内容にもとづいて 29項目の決定的瞬間
を写した写真の特徴を抽出した。本調査では，これらの
項目を用いて，参加者に写真の評価を求めた結果，決定
的瞬間は “予測不可能性”，“刹那性”，“表象性”，“無意
図性”の 4因子で構成される概念であり，18項目で測
定される可能性が示唆された。 
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1. はじめに 

スポーツ大会や被災地の様子から，より日常的な場

面まで含めて，ある瞬間を巧妙に捉えた写真は，被写体

に関する情報をありありと鑑賞者に伝達し，様々に想

像を膨らませる。 
被写体の情報を効率良く伝達する写真のデザイン原

則に関連する研究は，これまでにも行われており，とり

わけ，静物を描写する際の望ましい写真に関連する研

究が多く行われてきている。たとえば Palmer et al., 
(1981)は，日常物体のさまざまな見え方のなかでも，見
えの良さの評価が最も高く，ある対象物を想像すると

きに最初にイメージする見え方は，多くの物体で斜め

前方からの見えであり，この視点のことを典型的見え

(canonical views)とした。視点の他にも，写真の枠に対す
る被写体の典型的な大きさ(canonical size)が存在するこ
とも指摘されている(Konkle & Oliva, 2011)。 
しかしながら，“決定的瞬間”と呼ばれるような，変

化するシーンのある瞬間を的確に捉えた画像を得るた

めの検討はほとんどなされてきておらず，体系的な研

究は行われてきていない。決定的瞬間とは，“ある出来

事が起きた，その瞬間。カルティエ=ブレッソンの写真
集(一九五二年刊)のタイトルから広まった語。(広辞苑
第七版)”と説明される。この定義からは，少なくとも
決定的瞬間を写した写真は，何も出来事が起きていな

い瞬間を写した写真よりも，被写体の情報をより伝達

できることが期待されるが，そのような画像の詳細な

特徴に関して，広く共有されている定義は存在してい

ない。 
変化のある出来事の瞬間を捉えた画像に関連した認

知心理学的な現象としては，表象的慣性(representational 
momentum)が挙げられる(Freyd, 1983; Freyd & Finke, 
1984; Hubbard, 2005)。表象的慣性とは，動いている物体
の映像の呈示後に，物体がどの位置で映像が終わった

か報告させると，誤って実際の位置よりも先に進んだ

位置を報告してしまう現象である。この現象は，動画だ

けでなく，運動の途中である様子が描写されている静

止画像を実験刺激としても，同様に生起することが指

摘され，その神経科学的なメカニズムについても検討

がなされてきている(Futterweit & Beilin, 1994; Senior et 
al., 2000)。このような表象的慣性が生起しやすい画像の
特徴は，決定的瞬間を写した画像の特徴と類似してい

る可能性も考えられるものの，両者の関係性について

は十分に検討がなされていない。 
さらに決定的瞬間は，一瞬を捉えた画像に，その前後

の時間的広がりや流れを感じさせる画像であるとも考

えられる。抽象画や写真などの静止画像によって変化

や時間の流れ・拡がりを喚起することに関する研究は，

時間印象に関する研究として三浦(1999, 2011, 2016)に
よって行われてきている。時間印象のうち，「変化・動

き・速度感」を感じさせる画像では，細かく分割された

画面や細い線分，小さな要素の分散配置，斜め構図が含

まれ，高い空間周波数成分や斜めの方位がこの印象に

関連すると考察された。これらの研究から，決定的瞬間

の画像には，上記の特徴がみられることも予測できる

が，現状では不明確なままである。 
工学分野では，複数の写真の中から，望ましい 1 枚
を選択あるいは合成する技術に関する研究が進んでお

り，望ましい写真の条件として，被写体の目が開いてい

ることや複数人の全ての顔が見えていること，ブレて

いないことなどが挙げられている(Li & Wei, 2018; 尾崎
他, 2008)。しかしながら，この技術に関する研究は人物
のポートレートに集中しており，その条件も研究者間
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で統一されていない。 
これらのことから，変化のある出来事についての情

報を伝達する静止画像の特徴について，先行研究で指

摘されている類似の概念との関係性を明確化するため

の基礎的検討として，決定的瞬間という概念の定義を

示すことが必要だと考えられる。そこで本研究では，測

定尺度の作成を行うことで，決定的瞬間を構成する概

念を明確にすることを目的とする。そのために，まず予

備調査で参加者から決定的瞬間とはどのような写真を

指すかということについて，自由記述形式による回答

を求めて収集して抽象化することで，決定的瞬間を説

明すると考えられる項目群を作成する。続いて本調査

では，それらを用いた写真の評価を行い，結果を因子分

析することで，測定尺度を作成するとともに，概念の構

造について検討することとする。 

2. 予備調査 

予備調査において，写真撮影に何もこだわりのない

参加者からは，有益な回答が得にくい可能性を考慮し，

まずスクリーニングを行った。スクリーニングでは，調

査会社に登録しているモニターに対して，“普段写真撮

影をする際に、なにかこだわりをもって撮影する方で

すか？”という質問によくあてはまる(7)からまったく
あてはまらない(1)の 7段階での回答を求めた。スクリ
ーニングで，5 以上の評定を行った 20 代から 60 代の
男女 300 名を選定し，予備調査への参加を依頼した。
予備調査はオンラインで実施され，参加者には，決定的

瞬間を写した写真の特徴についての回答を求めた。1つ
の設問では回答されにくい可能性があったため，決定

的瞬間を写した写真の特徴を“○○な写真”の○○にあ
てはまるかたちで 3 つ挙げることと，決定的瞬間がそ
うでない瞬間と比べて大きく異なる点を自由記述形式

で回答することを求めた。調査結果から，設問の意図に

合致しない記述を除外し，各回答の内容の分類を行っ

た。2つの設問で得られた回答から最終的に 29のカテ
ゴリーが得られ，典型的な記述内容を参考に，29項目
の決定的瞬間を写した写真の特徴を抽出した。 

3. 方法 

3.1 参加者 

参加者は，調査会社にモニター登録をしている 20代
から 60代の男女 644名であった。 
3.2 材料および手続き 

参加者には，決定的瞬間を写したと思える写真を 1
枚手元に用意し，予備調査で作成された 29項目の特徴
がどの程度その写真にあてはまるか，1(まったくあて
はまらない)から 5(よくあてはまる)の 5 段階で評価す
ることを求めた。調査はオンラインで行われた。本研究

の内容は，熊本学園大学「人を対象とする研究」に関す

る倫理委員会による承認を受けた(承認番号 2024-012)。 

4. 結果と考察 

得られた回答について，床効果・天井効果がないこと

を確認したうえで，最尤法(Promax 回転)による探索的
因子分析を行った。スクリープロットや解釈可能性を

考慮し，4因子構造と判断した。負荷量が.45以下の項
目および他の因子に.30 以上の負荷量を示した項目を
順次除外したところ，最終的に 18項目が採用された(表
1)。第 1 因子は，「予想できない光景をとらえた写真」
や，「普通は起こらない出来事をとらえた写真」など，

予測できない光景をとらえた様子を表していることか

ら「予測不可能性」と命名した。第 2因子は，「出来事

F1 F2 F3 F4

F1: 予測不可能性(α = 0.90)

珍しい光景を捉えた写真 0.85 -0.05 0.05 0.06

予想できない光景を捉えた写真 0.84 -0.04 0.00 0.08

驚かされる写真 0.76 0.08 0.00 -0.01

普通は起こらない出来事を捉えた写真 0.74 0.10 -0.07 0.02

⾮⽇常的な光景を捉えた写真 0.64 0.08 0.04 -0.05

F2: 刹那性(α = 0.85)

素早い被写体の動作を捉えた写真 -0.06 0.75 -0.05 0.04

出来事が起きた瞬間を捉えた写真 0.10 0.70 -0.07 0.07

短時間しか⾒られない光景を捉えた写真 0.00 0.66 0.07 0.07

出来事の絶頂を捉えた写真 0.20 0.65 0.01 -0.08

強い感情を喚起させる写真 0.20 0.53 0.14 -0.11

F3: 表象性(α= 0.79)

被写体の⾃然な様⼦を捉えた写真 -0.03 -0.02 0.76 0.10

被写体のことをよく思い出せそうな写真 -0.02 0.11 0.74 -0.03

被写体の正⾯を捉えた写真 0.14 -0.21 0.73 -0.05

ずっと残しておきたいと思う写真 -0.14 0.28 0.50 0.02

F4: 無意図性(α= 0.80)

偶然の光景を捉えた写真 0.00 -0.03 0.07 0.80

意図して撮影されたわけではない写真 0.00 0.00 0.01 0.70

撮影するのが難しい写真 0.05 0.29 -0.07 0.47

あまり知られていない光景を捉えた写真 0.26 -0.03 -0.04 0.46

因⼦間相関
F1 -

F2 0.70 -

F3 0.42 0.55 -

F4 0.67 0.65 0.33 -

表 1 決定的瞬間尺度における因子分析結果 
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が起きた瞬間をとらえた写真」や，「短時間しか見られ

ない光景をとらえた写真」など，すぐに見られなくなる

見えをとらえた様子を表していることから「刹那性」と

命名した。第 3因子は，「被写体の自然な様子をとらえ
た写真」や，「被写体のことをよく思い出せそうな写真」

など，被写体の有する特徴がよく表現された様子を表

していることから「表象性」と命名した。第 4因子は，
「偶然の光景をとらえた写真」や，「意図して撮影され

たわけではない写真」など，その写真が撮影する意図が

なく得られたものである様子を表していることから

「無意図性」と命名された。各因子の信頼性係数はα

=.79-.90の範囲であった。また，得られた 4因子につい
て確認的因子分析を行った結果，モデルの適合度を表

す指標はCFI = .953，RMSEA = .058，SRMR = .038であ
り，Hu & Bentler (1999) の示す許容範囲内(CFI ≧.95, 
RMSEA ≦ .06, SRMR ≦ .08)であった。 
これらのことから，決定的瞬間を写した写真とは上

記の 4 つのいずれか，あるいは複数の性質が高い写真
を指すものである可能性が示唆された。このうち表象

性は，静物の描写やポートレートに関する先行研究で

見出されている物理的特徴が関連している可能性が考

えられるとともに，変化のある出来事においてもより

被写体の情報が容易に伝わることと関連していると考

えられる。このことは，決定的瞬間を写した画像による

情報伝達効率の良さについて検討する意義が，改めて

見出されたものと考えられる。また刹那性は，短時間し

かみられないような変化のある出来事を捉えた，表象

的慣性を生起させやすい画像や「変化・動き・速度感」

の印象を喚起させやすい画像の物理的特徴と関連して

いる可能性が考えられる。予測不可能性に関しては，た

とえば背景と前景が文脈的にどの程度整合しているか

というシーン整合性(scene consistency; Davenport & 
Potter, 2004)の影響がある可能性が考えられ，またこの
ことが芸術上の効果とも関連している(新見, 2016)こと
も考えられるが，詳細についてはさらに検討する必要

がある。無意図性に関しては，基本的に撮影意図がなけ

れば写真は撮影されないことから，この性質に関する

鑑賞者側の詳細な認知メカニズムなどに関して検討す

ることが期待される。また，本研究で示された因子構造

の妥当性についても，今後検討を行う必要がある。 
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